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第40回

森のなかの農、農のなかの森
2005 年 7 月 23 日

熱帯林の消失が叫ばれて久しい。地球温暖化、生物多様性の損失など、地球環境問題としてその危機

的状況が報じられ、そうした背景を受けて森を保護しようとする動きもさかんになってきた。その一方

で、森の保護や管理を考える際に、そこに暮らしている人びとの存在が無視されているという指摘がな

され、最近では、森と人とがどのように関わりあいながら生活してきたのかということについての研究

が蓄積されつつある。そこでは、森に暮らす人びとが、森についての広範な知識をもち、狩猟・採集・

漁撈・農耕・交易などのさまざまな生業活動をとおして森と深く関わりながら生活してきたこと、そし

て、グローバリゼーションの潮流のなかで、彼らの生活が大きな変容を迫られつつある姿が描かれてい

る。森と人との関わりはあまりにも多岐にわたり、また地理的多様性をもちあわせたものであるため、

相違点や共通性を見出すといっても、なかなか一筋縄ではいかない。森と人との関わりを理解するには、

どういった視点が必要とされるのだろうか？

今回の例会では、数ある関わりあいのなかから、「農」という場面にフォーカスをあてて、その糸口

を探ろうとした。話題提供者は、アフリカやアジアの森で、いわゆる狩猟採集民、焼畑農耕民と呼ばれ

る人びとを対象にフィールドワークを行ってきた三名がつとめた。講演では、現地の人びとともに過ご

した日常生活のなかで得られたデータや知見をもとに、森のなかの農とはいったいどういうものなのか

を紹介するとともに、農のなかにおいて森はどのような役割を果たしているのかといった、森と農との

双方向的な関わりについて考察し、最終的に、三者の講演をとおしてその特徴を描き出すことを主要な

目的とした。

最初に、安岡宏和氏（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）が、「コンゴ盆地北西部に暮ら

す狩猟採集民バカによる野生ヤムの半栽培」という題で講演した。カメルーンの熱帯雨林に暮らす狩猟

採集民バカは、かつては森林内で移動生活を送っていたといわれているが、定住化政策以降、農耕化が

進み、現在では主食として野生ヤムだけでなく、自ら焼畑を開いて栽培したバナナも利用している。こ

のように一般的には、野生ヤム＝採集、バナナ＝農耕ととらえられがちであるが、安岡氏はバカによる

主食作物の消費及び入手方法の分析から、この図式の解体を試みた。バカのバナナ栽培においては、畑

の伐開、植付の季節がまばらであり、畑の面積も小さい。収穫の様式は採集に近く、農耕体系とよべる

ものはないといえる。一方、野生ヤムの利用では、採集のあとにイモの蔓や基部を埋める半栽培的なは

たらきかけがみられ、このような人為的関与は森林内で局所的に分布する野生ヤムの分布になんらかの

影響を与えていると考えられる。以上をふまえ、バカの主食作物の入手方法は採集／農耕というように

はっきりと分けられるものではなく、採集から農耕のあいだのグラデーションにおいて位置づけられな
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ければならないと結論づけた。

安岡氏の発表を引き継ぎ、筆者（四方）が同じくカメルーンの熱帯雨林に暮らす焼畑農耕民バンガン

ドゥの生活と農耕活動を事例に、「バナナがそだつ森――カメルーン東南部熱帯雨林の焼畑農耕」とい

う題で講演した。発表では、人びとの生活において農耕活動が果たす役割について概説し、トウモロコ

シ、キャッサバ、ココヤムなど数ある栽培作物のなかでも、プランテイン・バナナ（以下、バナナ）が

彼らのサブシステンスを支える主食として重要であり、その生産・消費のあり方こそが、一見粗放的に

みえるこの地域の焼畑を解き明かす鍵となることを示した。この地域の焼畑は、二次植生として発達す

るムサンガ（Musanga cecropioides）林を循環的に利用しながら行われている。新しい畑の伐開・植付

の後、除草はほとんどおこなわれないため植生は旺盛に回復し、バナナの収穫が最盛期を迎える一年半

から二年後には、畑はすでにやぶのような様相を呈している。「やぶのなかからの収穫」はこれまで管

理の粗放性としてしかとらえられてこなかったが、実際にはバナナの周年収穫とムサンガ林の形成・再

利用を実現するうえで重要な意味をもっていることを、バナナの収穫量調査、および植生調査の結果を

用いて説明した。さらに、現金収入源として重要性の高まっているカカオ栽培を、人びとがどのように

焼畑システムに組み込んでいったのかという点についてもふれ、現代的な変容を受けつつもバナナを収

穫しつづける彼らの営みのなかに、脈々と受け継がれる森と農との関わりを探ろうとした。

最後に、塙狼星氏（同志社大学）が、「村の中に森をつくる――アジアとアフリカのアグロフォレスト

リー」という題で講演した。塙氏はこれまでに、中部アフリカにおける根栽農耕文化に関する研究、ア

フリカとアジアにおけるバナナ栽培文化の比較研究などを行ってきたが、発表ではそうした研究を通し

てみえてきた、両地域における農耕文化と森林文化のつながりについて報告した。塙氏は、アグロフォ

レストリーという座標軸を持ち込んでアフリカとアジアにおける森と人との関わりを分析し、アフリカ

では、複数作物の混作や半栽培的な植物の存在、また除草を行わないといった管理の非徹底によって、

いわば「計画されていない」多様な森林景観が生み出され、結果的に人びとによる多種多様な植物利用

が実現されているのに対し、アジアでは、ホームガーデンにみられるようにさまざなまな有用樹種を畑

のなかに植えることによって、擬似的な森林、すなわち「計画された」多様な景観が作り出されている

ということを示した。これらをふまえ、意図的なものか、あるいは非意図的なものかという質的な差は

あるものの、両地域の農耕文化や森林文化には、森の多様性を維持するという共通性があり、経済的・

生態的環境の変化にも柔軟に対応する潜在力があることを主張した。

総合討論では、まず佐藤廉也氏（九州大学大学院比較社会文化研究院）より「森の農耕と生業」をみて

いく視点についてコメントをいただいた。佐藤氏は、農耕をみるための二つの軸として「森林型とサバ

ンナ型」という軸と「根栽農耕と種子農耕」という軸があることを提示し、四類型の特徴について説明

した後、講演者の発表およびエチオピアにおける自身の調査の事例をふまえ、「森林根栽農耕」には年

間労働配分の平準化や収穫期の多様化、種子農耕に比した労働効率のよさなど「粗放的であることの合

理性」がいくつかみられることを指摘した。

佐藤氏のコメントおよび講演者の発表内容をふまえて、司会の小松かおり氏（静岡大学文学部）が論

点を整理し、フロアからの意見を交えての議論が進められた。講演でふれられなかった点として、木材

資源の利用、野生動物との関係、焼畑の生産力、森の神聖性などについての質問があったほか、都市化
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や市場経済との関わりのなかで、人びとの生活、および森と畑のバランスがどのように変化しうるのか、

その現状と可能性について議論がかわされた。さらに、講演をつうじて明らかになった森と農との関わ

りにみられる特徴、すなわち採集から半栽培、農耕へいたるグラデーションや、そうしたさまざまな人

と植物との関わりのなかで創出される景観の多様性が、意図的なものなのか、あるいは人間が自然を統

御できないがゆえに結果的に創出されたものなのかということについて、研究者がどうとらえていくの

か、また現地の人びとはどのように考えているのかが議論された。

森はどこまで人を受け入れ、どこからは拒絶するのか、あるいは人はどこまで森に挑戦してきたのか、

そんな「森と人とのせめぎあい」を肌で感じることが、森でフィールドワークをする醍醐味であると私

は常々思っているのだが、その「せめぎあい」のあり方こそが、今後の森と農の命運を占う鍵となるこ

とを、今回の例会で再確認した。

四方　篝（京都大学大学院農学研究科）


